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併することは稀ではない．その診断には腹部理学所
見の他に，単純X線・CT上のfree　airが有用である．
特にCTでは極少量のfree　airをも検：出可能であり，
最終的な確定診断として一般的に用いられている．
今回我々はこのCT上のfree　airを認めるものの腸
管損傷が否定された，いわば“pseudo　free　air　sign”
とでも言うべき特異的症例を3例経験したので報告
する．
【症例1】47歳男性．歩行中にバイクと接触し，約
20m飛ばされ受傷．頭蓋骨（底）骨折・脳挫傷・
左鎖骨骨折・骨盤骨折の診断にて，第4病日に骨盤
創外固定術・左鎖骨整復固定術を施行．手術後に著
明な腹部膨満を来していたため腸管損傷を疑い腹部
σrを行ったところ，free　air様所見を認めた．しか
しこのairはCT斜位像でも移動せず，　free　airでは
ないと判断し保存的に加療．特に問題なく軽快転医
となった．
【症例2】22歳女性．4階より飛び降り受傷．胸腰
椎圧迫骨折・骨盤骨折・両踵骨骨折の診断の他貧血
所見を認め，出血源精査目的で腹部CTを行ったと
ころ実質臓器損傷はなかったが，free　air様所見を
認めた．このairはCT斜位像でも移動せず，また
腹部理学所見が乏しかったことよりfree　airではな
いと判断し保存的に加療．特に問題なく軽快転医と
なった．
【症例3】21歳男性．バイクで走行中，1tトラック
に追突され受傷．来院時より強い腹痛を訴え，筋性
防御所見も認められたため腹部CTを施行．中心性
肝損傷とfree　air様所見を認め，開腹術を行ったが，
腸管損傷所見は認められなかった．
【考察】症例1・2に関しては経過中にイレウス症状
等を認めなかったことより，腸管損傷の自然修復が
生じていたとは考え難い．この“pseudo　free　air
sign”の成因，鑑別について考察する．
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【目的】癌患者においては，Th1／Th2バランスの破
綻が生じ，Th　1細胞不全およびTh2細胞優位に傾
斜している事が報告されている．また，近年CD4
のみならず，CD8からもTh1／Th2と同様のサイト
カインが分泌され，Tc1／Tc2バランスとしてin
vitro，　in　vivoにおいて報告されている．しかしな
がら，癌患者におけるTc1／Tc2回転ンスを明らか
にした報告はない．そこで，癌患者における
Tc1／Tc2の関与，およびTh1／Th2バランスとの関
係を明らかにすることを本研究の目的とした．
【対象】対象は大腸癌術前症例4例（A群），術後再
発症例5例（B群），術後免疫療法（Lentinan＋IL－2）
をした8例（C群），術後無治療の8例（D群）であ
る．また，Control群として，健常人のデータを指標
とした．
【方法】Picker　LJらの方法に従い，　INF一γand　IL4
in　CD4，　INF一γ　and　IL－4　in　CD8を測定した．
【結果】1）INF一γ／IL－4　ratio　in　CD4：Contro1群8．33
±3．18，A群7．32±2．51，　B群．5．24±1．05，　C群
5．82±2．67，D群5．28±2．06であった．2）INF一γ／
IL4　ratio　in　CD8：Control群84．22±33．68，　A群
83．87±83．96，B群．21．53±13．64，　C群55．18±37．53，
D群30．89±23．90であった．3）D群における
Th1／Th2　ratioとTc1の相関係数は0．49であるのに
対して，C群においては0．73であった．
【結論】癌患者においても，Th1／Th2バランスのみ
ならずTc1／Tc2バランスの抑制をきたしているこ
とが明らかとなった．また，免疫療法により
Th1／Th2の改善に伴い，　Tc1の活性を高め免疫学
的に優位に導く可能性が示唆された．
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